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み
な
べ
町
津
波
避
難
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　工
事
が
始
ま
り
ま
し
た

　
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
意
見
交
換
会
を
開
催

　
気
佐
藤
、千
鹿
浦
、南
道（
一
部
）地
区

は
、平
成
26
年
に
和
歌
山
県
か
ら
津
波

避
難
困
難
地
域
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
地
域
の
住
民
が
津
波
か
ら
安
全

に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
津

波
避
難
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
計
画
し
、

１
月
21
日
に
は
、気
佐
藤
地
内
の
建
設
予

定
地
で
、業
者
、地
元
関
係
者
、行
政
が

出
席
し
て
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
の
安
全
祈

願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
建
設
場
所
は
、国
道
４
２
４
号
沿
い
、

古
川
に
架
か
る
下
川
原
橋
の
近
く
で
す
。

　
津
波
避
難
セ
ン
タ
ー
は
、津
波
に
よ
る

浸
水
を
考
慮
し
て
、２
階
床
は
地
上
５

メ
ー
ト
ル
、３
階
屋
上
は
９
メ
ー
ト
ル
の
高

さ
と
し
て
い
ま
す
。

　
工
事
費
は
約
２
億
５
千
万
円
、完
成

は
、今
年
９
月
末
の
予
定
で
す
。

　
千
里
の
浜
で
は
、毎
年
５
月
〜
８
月
上
旬
に
絶
滅
危
惧
種

の
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が
上
陸
し
、産
卵
し
ま
す
。

　
本
州
有
数
の
産
卵
地
で
あ
る
千
里
の
浜
の
ウ
ミ
ガ
メ
を
保

護
し
て
い
く
た
め
、情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
課
題
を
整
理

し
、今
後
の
保
護
活
動
に
活
か
す
目
的
で
、意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
１
月
28
日
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
千

里
の
浜
の
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
に
関
わ
る
団
体

が一同
に
会
し
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
の
前
に
、千
里
浜
や
ウ
ミ

ガ
メ
に
関
す
る
情
報
を
共
有
す
る
た
め
、

環
境
省
か
ら
行
政
説
明
、み
な
べ
ウ
ミ
ガ

メ
研
究
班
か
ら
活
動
報
告
を
行
い
、続
い

て
全
国
の
保
護
事
例
な
ど
を
日
本
ウ
ミ

ガ
メ
協
議
会
の
松
沢
会
長
か
ら
伺
い
ま

し
た
。そ
の
後
、２
班
に
分
か
れ
て
意
見

交
換
会
を
行
い
ま
し
た

出
席
団
体

　
み
な
べ
ウ
ミ
ガ
メ
研
究
班
、日
本
ウ
ミ

ガ
メ
協
議
会
、環
境
省
田
辺
自
然
保
護

官
事
務
所
、県
自
然
環
境
室
、町
観
光

協
会
、国
民
宿
舎
紀
州
路
み
な
べ
、南
部

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
和
歌
山

支
社
、青
年
ク
ラ
ブ
み
な
べ
、み
な
べ
町
、

町
教
育
委
員
会（
事
務
局
）計
11
団
体
、

21
名
。

◆
ウ
ミ
ガ
メ
を
観
察
す
る
際
の

ル
ー
ル
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。（
土
、

日
な
ど
観
察
者
が
１
０
０
人
を
超

す
と
き
も
あ
り
、カ
メ
に
ス
ト
レ
ス

を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
）

◆
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
に
は
、多
く
の

調
査
員
の
方
の
協
力
が
必
要
で
あ

る
し
、観
察
者
を
受
け
入
れ
る
た

め
に
も
施
設
が
ほ
し
い
の
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

構　
　
造
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
　
　
　
　
３
階
建

建
築
面
積
　
３
３
９
．８
０
㎡
　
　

延
床
面
積
　
６
１
８
．１
７
㎡

敷
地
面
積
　
４
９
６
．６
５
㎡

避
難
想
定
人
数
　
５
０
０
人 

　
　
　
　
　
　
　
２
階
１
５
０
人
　

　 

　
　
　
　
　 

３
階
３
５
０
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
波
避
難
セ
ン
タ
ー
の
概
要

完成予想図

意
見
交
換
会
で
の
主
な
意
見

アカウミガメ

（

）
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合　　　計

一般行政部門

職　　　名

職員数（人）

住民基本台帳人口(28.3.31現在) 歳　出　額 左のうち人件費 人件費率 参　　　　考

構成比（％）

区　　　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 計

部　　　門
職 員 数 （人）

23年 24年 25年 26年 27年 27年～28年
の増減

23年～28年
の増減

特別行政部門

公営企業等
会計部門

下水道・集落排水
水　　　道
教　　　育

そ　の　他
小　　　計

■職員の各部門別の内訳

■職員の級別内訳

●「その他」は、国民健康保険事業、介護保険事業、後期高齢者医療事業に携わる職員です。

■平成２7年度普通会計決算にみる人件費の占める割合

●人件費には、町長や議員など特別職に支給される給与や報酬なども含まれています。
●６つの特別会計（ 国民健康保険・後期高齢者医療・介護保険・農業集落排水事業・公共下水道事業・簡易水道事業）と水道
　事業会計から支出される人件費は含まれていません。   

職員数（A） 1人当たりの給与費（B/A）
職　　員　　給　　与　　費

給　料 職員手当 期末・勤勉手当     計（B）

■平成２7年度全会計決算にみる職員給与費    

●給料：本俸のみの額　●給与：給料＋職員手当（扶養手当など）＋期末・勤勉手当

28年

－
－
－

－

平成28年度町職員の給与などをお知らせします
　平成28年４月１日現在のみなべ町職員の給与などについて、次のとおり公表します。
　給与など金額は、すべて税金や各種共済保険料等を差し引く前の額で、いわゆる手取額ではありません。
　また、平成28年４月１日現在の国家公務員の給料を100とした場合の、地方公務員の給料水準を表わすラスパイレス指
数（一般行政職）は、91.8となっています。
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区　　　分
大　学　卒

一般行政職
高　校　卒

初　任　給
■初任給の状況

一　般　行　政　職
平均給料月額 平均年齢

■平均給料月額の状況

支給月
6月
12月
計

期　末 勤　勉
■期末・勤勉手当の状況

支 　給　総　額
支 給 対 象 職 員

支給職員1人当たり
支 給 平 均 年 額

■時間外勤務手当の状況

扶養手当

住居手当

通勤手当

その他の
加算措置 ～

給料又は
報酬月額

退職手当の
調 整 額

最高限度額
（45年）

35年
30年
25年
20年

勤続年数
退
職
手
当
の
基
本
額

支　給　率
自己都合 勧奨・定年

管理職手当

■その他手当の状況[月額]

■退職手当の状況
退職手当の基本額（退職時の給料月額×支給率）
に、退職手当の調整額を加えた額

●加算措置の状況　役職加算５％又は10％

職　名

町　長
副町長
教育長
議　長
副議長
議　員

期　末　手　当
12月6月 計

■特別職の給料・報酬の状況

●加算措置の状況　役職加算
　町長、副町長、教育長　41％
　議長、副議長、議員　　10％



清川の池田ユリヱさん
100歳おめでとうございます 

NEWS

　１月25日、町長が１００歳を迎えら
れる池田さん宅を訪問し、「祝百歳」
の賞状と記念品、花束を贈り長寿を
お祝いしました。
　この日は、前日からの雪が残って
いる寒い中でしたが、玄関先で待っ
ていてくれました。
　池田さんに長寿の秘訣をお尋ね
すると「元気だったら、動くこと。何でも食べること。」と答えてくれました。
　家族の方は、今も倉庫の掃除や片付けをしてくれますと話してくれました。
　益々のご長寿を祈念します。
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優良交通指導員として表彰されました

　１月21日、田辺スポーツパークで行われた、平成28年度田辺周辺
交通指導員会連絡協議会総員研修会の席上、尾崎嘉信さん（東岩
代）、石大修司さん（西岩代）、坂本拓磨さん（西岩代）、松江崇昌さ
ん（西岩代）が優良交通指導員として表彰されました。
　安全運転の啓発や交通安全施設の点検活動など、交通安全推
進活動に積極的に活動されている功績が賞されたものです。

高城保育所で節分まつり

　２月３日、高城保育所で全園児（34名）が集まって節分まつりが行わ
れました。
　子どもたちは、先生から、今は鬼は、いなくなったけど、人の心の中
には、「片付け嫌い鬼」や「好き嫌いする鬼」などいろんな鬼がいるの
で、心の鬼を退治しようというお話を聞きました。　
　その後、部屋に鬼がやって来て子どもたちは、びっくり！大泣きする
子もいましたが、用意していた新聞紙を丸めたものを元気な子が鬼に
投げると、鬼は逃げていきました。

やにこいフェスタ 梅の種とばし ｉｎ みなべ 開催

　２月12日、商工会青年部主催の「梅の種とばし ｉｎ みなべ」がみなべ町
役場駐車場で開催され、約1,500人の来場者で賑わいました。
　当日は、事前の受付を済ませた約600人と、当日、受付けた300人の計
900人ほどが、1位の最高賞金30万円を目指して、梅の種を飛ばして、飛
んだ距離を競いました。　
　夕方の表彰式には、4部門の入賞者に目録が贈られました。
　各部門の記録を紹介します。

南部梅林・岩代大梅林に多くの観梅客

　今年も、両梅林に早春を求めて、多くの観梅客が訪れてくれました。
　週末には両梅林で様々なイベントも行われ、訪れた皆さんは、梅の花
見とともに催しを楽しんでいました。
　２月11日、南部梅林では、梅の先覚者、故内中源蔵翁の頌徳慰霊祭
が関係者で営まれ、梅産業の発展を願いました。
　また、梅林公園内では毎年恒例の梅料理キャンペーンとして、梅料理
研究会が作った６種類の梅料理と茶がゆ1,000人分が観梅客に振る舞
われました。
　その他にも梅酒や梅ジュースの試飲、めざしや梅干しの試食などが
ありました。　　
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個人（小学生）部門　
個人（中高生）部門 
個人（一般）部門　　
団体部門（3名の合計）

１位　８ｍ24cm　　
１位　13ｍ00cm 
１位　20ｍ63cm　　
１位　35ｍ72cm

梅の種を飛ばす参加者

受付けを待つ行列（午前9時頃）

参加者
のお声

梅料理キャンペーンに並ぶ観梅客めざしの試食

頌徳慰霊祭

大阪の箕面市を朝6時半に
出ました。
本番前に会場で、種とばし
の練習をしています。

　１週間ほど前に、名古屋の中日新聞の夕刊に
南部梅林のことが掲載されていたのを見て来
ました。
　「梅酒コレクション」のブランデー梅酒が特に
おいしかったと話してくれました。

名古屋から来た50代のご夫婦のお声
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第２回 UME－１グルメ甲子園 in 梅の里みなべ 開催

　２月12日、保健福祉センター特設会場で「第２回 UME－１グルメ甲子園 in 梅の里みなべ」が開催され、会場は約
2,000人の来場者で賑わいました。
　書類審査を勝ち抜いた今年の出場チーム（高校）は、皇學館、相可（三重県）、桂（京都府）、大阪星光学院、関西
大学第一（大阪府）、紀北農芸、和歌山信愛、田辺、神島、南部（和歌山県）の10校です。　　　　　

　10校は各ブースで自分たちが考えた梅を使用した料理を作り、販売もしました。生徒たちが作った梅料理は、行列が
できるほどの盛況ぶりでした。

　当日は、Kumanoサポーターズリーダー（熊野高校）によるダンスパフォーマンスや軽トラ市も開催され、イベントを盛り
上げていただきました。

　優勝は神島高校、準優勝 南部高校、3位 皇學館高校、敢闘賞 和歌山信愛高校でした。
　※広報誌の22ページ（裏面）に1位～３位までの写真を掲載しています。

ブースでの調理・販売 審査委員による厳正な審査 西原審査委員長による
結果発表

結果発表までの流れ
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平
成
26
年
４
月
に
実
施
し
た
消
費
税
率
の
引
上
げ

に
伴
う
、所
得
の
少
な
い
方
へ
の
負
担
緩
和
を
目
的
と

し
た
給
付
金
で
す
。

■
支
給
対
象
者

　
　

※

た
だ
し
、住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
被
扶
養

者
、生
活
保
護
の
受
給
者
等
は
、対
象
外
と
な
り
ま

す
。

■
支
給
額

　
支
給
対
象
者
　
１
人
に
つ
き
１
万
５
千
円

　
　
　
　
　
　
　※

支
給
は
１
回
限
り

■
申
請
書
は
郵
便
で
お
届
け
し
ま
す

　「
臨
時
福
祉
給
付
金
」の
申
請
書
は
、２
月
下
旬
に

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」（経
済
対
策
分
）の

　
　
　
　
　
　
　     

給
付
に
つ
い
て

議
会
事
務
局（
℡
７2
ー
１
３
３
４
）か
ら

議
会
事
務
局（
℡
７2
ー
１
３
３
４
）か
ら

３
月
議
会
は
、９
日
開
会
予
定

役
場
か
ら
支
給
の
対
象
の
可
能
性
が
あ
る
方
に
郵
送

し
て
い
ま
す
。

　
申
請
書
は
、必
要
事
項
を
記
入
、押
印
し
、申
請
に

必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
役
場
へ
提
出
し
て
い
た
だ

く
か
、郵
送
で
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す（
返
信
用
封

筒
は
同
封
し
て
い
ま
せ
ん
）。

■
申
請
受
付
期
間

　
３
月
１
日（
水
）〜
６
月
２
日（
金
）ま
で
　

※

申
請
受
付
期
間
外
で
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
給
付
金
の
受
取
方
法

　
給
付
金
は
、申
請
書
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
指
定

口
座
への
振
込
み
と
な
り
ま
す
。

※

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
申
請
書
に
よ
り
、内
容
を
審

査
、支
給
決
定
を
し
、振
込
み
の
際
に
は
、「
給
付
金
支

給
決
定
通
知
書
」を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
給
付
金
に
関
し
て
ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

今
月
の
広
報
紙
と
一
緒
に
お
届
け
し
た「
確
認

じ
ゃ
！
給
付
金
。」の
チ
ラ
シ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
平
成
29
年
第
１
回
町
議
会
定
例
会（
３
月
議
会
）

は
、３
月
９
日（
木
）開
会
予
定
で
す
。

　
３
月
議
会
で
は
、平
成
29
年
度
の
町
政
運
営
に
あ

た
り
町
長
が
主
要
な
施
策
や
予
算
案
に
つい
て
述
べ
る

施
政
方
針
や
各
会
計
ご
と
の
当
初
予
算
な
ど
、町
民

の
暮
ら
し
に
関
連
す
る
案
件
が
審
議
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、町
が
行
う
事
業
な
ど
に
つ
い
て
各
議
員
が
質

問
す
る「
一
般
質
問
」も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
、

お
誘
い
合
わ
せ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
本
会
議
の
様
子
は
、パ
ソ
コ
ン
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
見

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
み
な
べ
町

議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
」か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
議
会
の
日
程
に
つ
い
て
は
、後
日
、町
内
一
斉
放
送
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

の

町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ

　
①
平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で
み
な
べ
町
に

　
　
住
民
登
録
が
あ
る
方

　
②
平
成
28
年
度
分
の
住
民
税
が
非
課
税
の
方
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住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら

　
３
月
末
ま
で
に
、国
民
健
康
保
険（
国
保
）に
加
入

し
て
い
る
皆
さ
ん
に
、住
民
福
祉
課
か
ら
新
し
い
保

険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　
４
月
か
ら
医
療
機
関
の
窓
口
へ
は
、新
し
い
保
険

証
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、古
い
保
険
証
は
破
棄

し
て
く
だ
さ
い
。

■
保
険
証
の
有
効
期
限

　
４
月
１
日
〜
来
年
３
月
31
日
ま
で
１
年
間

　
但
し
、次
の
よ
う
な
場
合
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
●
年
度
の
途
中
に
65
歳
に
な
る
退
職
者
医
療
制

度
の
被
保
険
者
は
、一
般
被
保
険
者
に
変
わ
る
た
め
、

65
歳
の
誕
生
月
の
末
日（
１
日
生
ま
れ
の
方
は
前
月

の
末
日
）ま
で
と
な
って
い
ま
す
。ま
た
、そ
の
被
扶
養

者
が
被
保
険
者
よ
り
若
い
場
合
は
、同
じ
有
効
期
限

に
な
り
ま
す
。

　
●
年
度
の
途
中
に
75
歳
に
な
る
方
は
、誕
生
日
か

ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
た
め
、75
歳

の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
と
な
って
い
ま
す
。

■
国
保
税
の
滞
納
の
あ
る
方
に
は
郵
送
で
き
ま
せ

ん　
保
険
証
は
、平
成
28
年
度
と
そ
れ
ま
で
の
国
保
税

の
全
部
、ま
た
は一部
に
滞
納
の
あ
る
世
帯
に
は
郵
送

で
き
ま
せ
ん
。

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証（
カ
ー
ド
）を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
届
け
し
ま
す

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
２
１
９
１
）か
ら

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー
２
１
９
１
）か
ら

平
成
29
年
度
学
校
給
食
用
食
材
等

　
　
　
物
資
納
入
　
登
録
業
者
を
募
集

　
滞
納
の
あ
る
方
は
、住
民
福
祉
課
の
窓
口
へ
来
て
い

た
だ
け
れ
ば
保
険
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。し
か
し
、

国
保
税
を
完
納
し
て
い
た
だ
け
な
い
場
合
、保
険
証

の
期
限
が
１
年
未
満
の
短
期
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

■
１
年
以
上
滞
納
す
る
と
保
険
証
の
代
わ
り
に
資

格
証
明
書
の
発
行
と
な
り
ま
す

　
納
期
限
か
ら
１
年
間
を
過
ぎ
て
滞
納
す
る
と
、保

険
証
を
返
し
て
も
ら
い
、「
資
格
証
明
書
」を
お
渡
し

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。資
格
証
明
書
は
、国
保
の

被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
だ
け
の
も
の
で

す
の
で
、医
療
機
関
で
受
診
す
る
時
は
、全
額（
10

割
）を
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
納
税
が
困
難
と
い
う
方
は
税
務
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い

　
国
保
税
は
、納
期
限
内
に
納
め
て
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。病
気
や
廃
業
等
や
む
を
得
な

い
事
情
で
納
め
る
の
が
難
し
い
と
い
う
方
は
、税
務
課

国
保
税
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
３
月
〜
４
月
は「
入
学
・
就
職
・
退
職
」な
ど
、何

か
と
忙
し
い
時
期
で
す
が
、国
保
の
手
続
き
も
忘

れ
ず
に
！

　
就
学
や
転
勤
な
ど
で
他
の
市
町
村
に
住
む
と
き
、

就
職
な
ど
で
会
社
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

や
退
職
な
ど
で
脱
退
し
た
と
き
は
、14
日
以
内
に
国

保
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

　
平
成
29
年
度
学
校
給
食
用
食
材
等
物
資（
青
果
、

食
肉
、魚
、乾
物
、調
味
料
、冷
凍
食
品
等
）納
入
登

録
業
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間
　

　
３
月
１
日（
水
）〜
３
月
31
日（
金
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で

　（
土・日・祝
日
を
除
く
）

■
応
募
資
格

　
み
な
べ
町
物
品
製
造
等
競
争
参
加
資
格
審
査
申

請
書
提
出
済
で
あ
る
こ
と（
く
わ
し
く
は
、み
な
べ
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）。

■
提
出
書
類

　
学
校
給
食
用
物
資
納
入
業
者
登
録
申
請
書

■
登
録
期
間

　
平
成
29
年
４
月
１
日
〜
平
成
30
年
３
月
31
日

■
提
出
先　

教
育
委
員
会
　
教
育
学
習
課

　
〒
６
４
５―

０
０
２
６ 

　 

み
な
べ
町
谷
口
３
０
１
番
地
４

※

応
募
は
郵
送
で
も
可
。

た
だ
し
３
月
31
日（
木
）ま

で
に
必
着
の
こ
と
。

　
く
わ
し
く
は
教
育
学

習
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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税
務
課（
℡
７4
ー
２
１
６
２
）か
ら

税
務
課（
℡
７4
ー
２
１
６
２
）か
ら

所
得
税
の
確
定
申
告
と

　
町
県
民
税
の
申
告
は
３
月
15
日
ま
で

　
町
で
は
、町
内
の
出
身
の
大
学
生
等
に
対
し
、学

費
等
の
支
援
の
た
め
、給
付
型（
返
済
不
要
）奨
学
金

交
付
事
業
を
行
って
い
ま
す
。

■
対
象
者

　
み
な
べ
町
に
居
住
す
る
者
ま
た
は
居
住
す
る
者
の

子
弟
で
あ
る
こ
と
な
ど
、そ
の
他
要
件
が
あ
り
ま
す
。

■
給
付
金
額
　
　

　
１
年
間
20
万
円（
正
規
の
最
短
修
業
年
を
限
度
）

■
募
集
人
員
　
３
名
　

■
申
込
期
間

　
平
成
29
年
６
月
１
日
〜
６
月
30
日

■
選
考
方
法

　
選
考
委
員
会
で
審
査
し
、決
定
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、教
育
学
習
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
平
成
28
年
分
の
所
得
税
と
贈
与
税
の
確
定
申
告

と
納
税
、町
県
民
税
の
申
告
は
、３
月
15
日（
水
）ま

で
で
す
。

　
町
で
は
、最
終
日
ま
で
役
場
で
申
告
の
受
付
を

行
って
い
ま
す
。期
間
中
、申
告
会
場
は
混
雑
し
ま
す

の
で
、申
告
書
や
収
支
内
訳
書
な
ど
を
、自
分
で
責

任
を
も
って
正
確
に
記
入
し
て
き
て
い
た
だ
く
と
、早

ふ
る
さ
と
応
援
奨
学
金（
給
付
型
）

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
は
、

　
　
　
４
月
１
日
〜
４
月
24
日
ま
で

車
検
の
際
は
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
の

　
　
　
　
納
税
証
明
書
の
ご
使
用
を

め
に
済
ま
せ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、消
費
税
と
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
と

納
期
限
は
、３
月
31
日（
金
）で
す
。申
告
は
御
坊
税

務
署（
℡
０
７
３
８
|
22
|
０
６
９
５
）へ
。

■
納
税
は
口
座
振
替
で

　
納
税
は
、口
座
振
替
で
も
で
き
ま
す
。振
替
期
日

は
、所
得
税
確
定
申
告
分
が
４
月
20
日（
木
）、消
費

税
と
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
分
が
４
月
25
日

（
火
）で
す
。

■
町
県
民
税
の
納
税
は

　
個
人
の
町
県
民
税
は
、そ
の
年
の
１
月
１
日
現
在

に
住
ん
で
い
る
市
町
村
で
課
税
さ
れ
ま
す
。例
え
ば
、

平
成
29
年
１
月
２
日
に
み
な
べ
町
か
ら
他
の
市
町
村

に
転
出
さ
れ
た
場
合
で
も
、そ
の
年
の
納
税
は
１
月

１
日
に
住
ん
で
い
た
み
な
べ
町
に
納
税
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　■
確
定
申
告
書
の
作
成
は

　
確
定
申
告
書
の
作
成
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）の「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」で
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。画
面

の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
れ
ば
、税
額
な

ど
自
動
計
算
さ
れ
、所
得
税
の
申
告
書
や
青
色
申
告

決
算
書
等
が
作
成
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、ｅ
|
Ｔａｘ
を
利
用
す
れ
ば
、自
宅
な
ど
に
い

な
が
ら
、申
告
書
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
出
で
き
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、御
坊
税
務
署（
℡
０
７
３
８
|
22

|
０
６
９
５
）へ
。　

　
軽
自
動
車
税
は
、生
活
保
護
法
に
よ
り
生
活
扶

助
を
受
け
て
い
る
方
、ま
た
は
身
体
に
障
が
い
の
あ
る

方（※

身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ
か
を

所
有
す
る
方
）が
所
有
し
て
使
用
す
る
場
合
、申
請

に
よ
り
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
期
間
は
、４
月
１
日
〜
４
月
24
日
ま
で
で
す

（
土・日
は
除
く
）。

※

４
月
24
日
を
過
ぎ
た
場
合
の
減
免
申
請
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
申
請
と
お
問
い
合
わ
せ
は
、役
場
税
務
課
へ
。

　
毎
年
、軽
自
動
車
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
た
め
に

送
付
し
て
い
る
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
は
、納
税

後
、過
去
の
軽
自
動
車
税
に
未
納
が
な
け
れ
ば
、右

端
は
車
検
用
の
納
税
証
明
書
と
し
て
使
用
で
き
ま

す
。

　
役
場
で
は
、納
税
証
明
書
を
紛
失
さ
れ
た
方
等
に

無
料
で
再
交
付
し
て
い
ま
す
が
、近
年
、再
交
付
の
件

数
が
非
常
に
多
く
な
って
き
て
い
ま
す
。

　
資
源
削
減
等
の
た
め
納
税
通
知
書
の
納
税
証
明

書
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
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飼
い
犬
が
亡
く
な
っ
た
ら
、

　
　
　
　
届
け
出
が
必
要
で
す

青
色
申
告
を
始
め
ま
せ
ん
か

近
畿
農
政
局
か
ら

近
畿
農
政
局
か
ら

通
話
録
音
機
を
設
置
し
ま
せ
ん
か

農
業
資
金
相
談
会
の
開
催

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら

生
活
環
境
課（
℡
７2
ー
３
６
０
５
）か
ら

生
活
環
境
課（
℡
７2
ー
３
６
０
５
）か
ら

町
を
活
性
化
し
て
く
れ
る

　
　
　
　 

団
体
に
補
助
し
ま
す

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら

総
務
課（
℡
７2
ー
２
０
５
１
）か
ら

　
青
色
申
告
は
、農
業
分
野
で
も
経
営
の
把
握
に
重

要
で
あ
り
、税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　
今
年
か
ら
青
色
申
告
に
取
り
組
む
に
は
３
月
15

日
ま
で
に
最
寄
り
の
税
務
署
に「
青
色
申
告
承
認
申

請
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、青
色
申
告
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
農
業
者

の
方
々
は
、こ
の
機
会
に
青
色
申
告
に
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

　
な
お
、政
府
の
農
林
水
産
業・地
域
の
活
力
創
造

本
部
に
お
い
て
、青
色
申
告
を
行
って
い
る
農
業
者
を

対
象
と
し
た
収
入
保
険
制
度
の
導
入
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

【
収
入
保
険
制
度
の
主
な
内
容
】

◆
農
業
者
ご
と
の
農
産
物
の
販
売
収
入
全
体
の
収

　
入
減
少
を
補
て
ん
す
る
任
意
加
入
の
制
度

◆
類
似
制
度（
農
業
共
済
や
ナ
ラ
シ
対
策
等
）と
は

　
選
択
加
入

　
く
わ
し
く
は
、近
畿
農
政
局
地
方
参
事
官（
和
歌

山
県
担
当
）℡
０
７
３
|
４
３
６
|
３
８
３
１
へ
。

　
振
り
込
め
詐
欺
等
、消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
に
つ

な
げ
る
た
め
、和
歌
山
県
が
県
警
や
市
町
と
連
携
し
て

通
話
録
音
機
モ
ニ
タ
ー
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
通
話
録
音
機
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す

　
要
件
①
〜
③
に
該
当
す
る
方

①
み
な
べ
町
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以
上
の一人
暮
ら
し

　
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
の
貸
与
の
必
要
性
が

　
高
い
方（
世
帯
）

②
機
器
を
設
置
で
き
る
固
定
電
話
を
お
持
ち
の
方

③
機
器
の
効
果
測
定
の
た
め
の
和
歌
山
県
の
ア
ン

　
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

　
く
わ
し
く
は
、産
業
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　　
相
談
は
、日
本
政
策
金
融
公
庫
担
当
者
と
の
個

別
相
談
方
式
で
行
い
ま
す
。

◆
相
談
日
時
　
３
月
22
日（
水
）

　
　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
の
間
で
順
次

◆
相
談
場
所
　
役
場
２
階
　
研
修
室

◆
申
込
み
先
　
　
産
業
課

　
個
別
相
談
の
た
め
、事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
み
締
切
　
３
月
17
日（
金
）

く
わ
し
く
は
、産
業
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　
鑑
札
を
受
け
て
い
た
犬
が
死
亡
し
た
と
き
や
、飼

い
主
や
飼
い
主
の
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
な
ど
は
届

出
が
必
要
で
す
。

　
犬
の
登
録
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
時
は
、必
ず
生

活
環
境
課
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　
ま
た
、犬
や
猫
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
自
分
の
ペッ
ト
は
大
丈
夫
」と

思
っ
て
い
る
飼
い
主
の
方
も
、も
う
一
度
飼
い
方
の
マ

ナ
ー
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
フ
ン
な
ど
の
後
始
末
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　
散
歩
に
は
、ビ
ニ
ー
ル
袋
や
シ
ャ
ベ
ル
な
ど
、フ
ン
の

後
始
末
が
で
き
る
も
の
を
お
忘
れ
な
く
。

　
地
域
の
活
性
化
及
び
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
た
め
の

事
業
を
促
進
す
る
団
体
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
今
年
度
は　

　
10
月
に
商
店
街
の
活
性
化
等
を
目
的
に
、み
な
べ

町
商
店
街
や
南
部
小
学
校
体
育
館
と
そ
の
周
辺
で

ハロ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　
町
内
外
か
ら
の
参
加

者
は
、商
店
街
を
お
菓

子
を
も
ら
い
な
が
ら
巡
っ

た
り
、南
小
体
育
館
で

各
種
団
体
が
開
催
し
て

い
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
に
参

加
す
る
な
ど
し
、商
店

街
等
は
多
く
の
人
で
賑

わ
い
ま
し
た
。
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手
続
き
等
の
お
忘
れ
は
な
い
で
す
か
？

　
　
　
　
各
手
当
に
つ
い
て

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら

■
児
童
手
当
　

　
児
童
手
当
は
、町
内
に
住
所
が
あ
り
、中
学
校
卒

業（
15
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31
日
）ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
父
母
そ
の
他
の
保
護
者
に
対
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　

■
児
童
扶
養
手
当

　
児
童
扶
養
手
当
は
、父
母
の
離
婚
や
死
亡
な
ど

で
、父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
子

ど
も
が
育
成
さ
れ
る
家
庭（
ひ
と
り
親
家
庭
等
）に

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。お
子
さ
ん
が
18
歳
到
達
後

最
初
の
３
月
31
日
ま
で（
法
令
で
定
め
る
障
が
い
の

状
態
に
あ
る
場
合
は
20
歳
に
な
る
ま
で
）支
給
さ
れ

ま
す
。た
だ
し
、所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
特
別
児
童
扶
養
手
当
　

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、20
歳
未
満
で
身
体
や

知
的
、ま
た
は
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
養

育
し
て
い
る
父
母
等
に
支
給
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、子

ど
も
が
施
設
に
入
所
し
て
い
た
り
、障
害
厚
生
年
金

を
受
給
さ
れ
て
い
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

◎
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

　
各
手
当
は
、受
給
要
件
に
該
当
す
る
場
合
で
も
、

申
請
し
な
け
れ
ば
、支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

平成29年自治振興委員（区長）が決まりました
字名

堺

埴　田

片　町

新　町

北　道

南　道

芝

芝　崎

東吉田

気佐藤

新　庄

千鹿浦

小谷　恒美

片井　　章

中川　清次

白神　謹二

堅田　一夫

南部　周三

籠畑　安文

嶋田　一也

古居　富茂

岡村　和宏

新井　德弘

阪本　啓治

こ た に　　 つ ね み

か た い 　 　 　あきら

なかがわ　　 き よ じ

しらかみ        き ん じ

か た た 　 か ず お

な ん ぶ   しゅうぞう

かごはた　　 やすふみ

し ま だ    か ず や

 こ  い 　  とみしげ

おかむら    かずひろ

あ ら い    とくひろ

さかもと      け い じ

た ま い 　  け い き

ゆ か わ 　  やすあき

うえもと      やすひろ

つえじり      み つ お

にしやま        た だ し

た け だ    ま す お

はざま　　　　　  たかし

たけなか　 　よ し お

はやし            ひでゆき

たにもと        た か お

やまもと        きしょう

ま え だ    せ い と

たにまえ       まさよし

ほそかわ　　 は つ お

はたうら        と も み

ひ ら の    ひろふみ

た な か 　  し ん じ

ふ し み 　  ふ み お

ながたき            つとむ

やまもと       や す お

しもむかい            あきら

しもむかい      ひ と し

手 当 の種類

手当の額 3歳未満
3歳以上小学校終了前
中学生
※基準額以上の所得がある世帯

月額
月額
月額
月額

（第3子以降は15,000円）
15,000円
10,000円
10,000円
5,000円

手当の額 児童1人のとき
児童2人のとき
児童3人のとき

月額最大
月額最大
月額最大

手当の額 1級　月額
2級　月額

51,450円
34,270円 （手当額は、子どもの障がいの状態によって決まります）

42,290円
52,280円
58,270円

（1人のときの額に9,990円を加算）
（2人のときの額に5,990円を加算）

受給要件及び手当の額 （平成29年4月分から）

玉井　敬記

湯川　泰彰

上本　康裕

杖尻　充生

西山　忠司

武田　増男

硲　　　崇

竹中　由郎

林　　秀行

谷本　隆夫

山本　喜昭

前田　成人

谷前　政宜

細川　初夫

畑浦　朋三

平野　博文

田中　真二

伏見　文雄

長滝　　勉

山本　安雄

下向　　明

下向　一志

山　内

東岩代

西岩代

谷　口

筋

徳　蔵

熊　岡

晩　稲

東本庄

西本庄

滝

熊瀬川

高　野

土　井

市井川

広　野

島之瀬

東神野川 

木の川

軽井川

大　川

名之内

区長名 字名 区長名 字名 区長名

児 童 手 当

児童扶養手当

特 別 児 童
扶 養 手 当










